20世紀を象徴する「シャガール」　－愛をめぐる追想―　展
　「マルク・シャガール」（1887～1985）は、ロシア(現ベラルーシー)生まれのユダヤ系の画家で革命と二度の大戦に揺れた激動の時代を象徴する巨匠である。

　画伯は、花束、恋人たちなどのイメージを駆使し、「愛」「祝婚」「戦争」「平和」などを豊かな色彩と独自の奔放な幻想によって描き、カラフルに表現したため「愛の画家」「夢の画家」「幻想の画家」「色彩の詩人」などと様々な敬称を持っている。
　今回の展覧会は、画伯に特有の図像世界が展開された1930年代以降に力点を置いて、本邦未公開作品を中心にした「愛」の秘密に迫るという企画で、大阪、京都、横浜に次いでの日本橋高島屋での開催（12.06.07～25）である。

　

「画家の家」　1980年頃　油彩/キャンヴァス

　展示品の中で一番大きい作品でポスターに使用されている絵画は、画伯の最晩年の93歳頃に制作されたものである。絵画は、宗教や人種を超えて結ばれる人類の調和や愛の大切さが表現し、画面上部にはキリストの磔刑図があり画伯自身も描かれている。全体に明るい色彩の中から、苦労の多かった人生の終末に“才”が認められた穏やかな幸福感がにじみ出ているという。
東京支部　岩田　博俊
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